










氏 名 藤 本 好 司
博士の専攻分野の名称 博 士 (工 学)
学位記番号 第 10973 τEヨコ
学位授与年月日 平成 5 年 11 月 24 日



































第 3 章では， 3 つの新しい遺伝的アルゴリズム，すわなち， í戦略的淘汰を用いた遺伝的アルゴリズム: GAUSSJ , 








分岐型遺伝的アルゴリズム: Forking GA では収束過程における安定スキーマを抽出し安定スキーマによって
定義される部分探索空間とそれ以外の探索空間に対応して子個体群と親個体群に分岐させ，各々対応する探索空間を
探索する。その結果，子個体群には収束性を，親個体群には多様性を効果的に発揮することができる。多峰性評価関
数を持つ典型的な問題である FM 音源のパラメータ決定問題と 30都市の巡回セールスマン問題について実験を行い，
本方式の有効性を確認している。












































c) 相補的遺伝アルゴリズム: complementary GA 
本アルゴリズムは探索空間に補空間を導入し原空間に存在する個体の数と補空間に存在する個体の数を補転
操作によってバランスさせることにより，収束時にも原空間の個体と補空間の個体との交差によって新しい個体
を生成でさ個体群の多様性を維持することができるo DeJong の関数およびだまし評価関数で本方式をテスト
した結果，パラメータのコーディング法に依存しないこととだまし評価関数に対して効果があることが示せた。
以上のように，本論文の研究成果はニューロコンビュータの並列処理アーキテクチャに貢献するところ大であり，
また，最適化手法としての遺伝的アルゴリズムの進展に貢献するところが多い。よって，本論文は博士論文として価
値あるものと認める。
